
令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果から（令和 3年 5月 27 日実施） 

                              小諸市教育委員会 
＊下の 1～7の質問に答える Q&A形式で概要をお知らせします。 

１ 全国学力・学習状況調査はどんな目的で、どんな調査をするのですか? 

文部科学省は、次の目的で小学校第 6 学年、中学校第 3 学年、原則として全児童生徒を対象に「全国

学力・学習状況調査」を毎年実施しています。目的は、次の３つです。 

 ・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握

分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 ・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

２ 今年度の調査は、例年とどんなところが違うのですか？ 

 ・昨年度、実施日直前に新型コロナウィルスの感染拡大のため中止になりましたが、今年度は小学校

で国語、算数、中学校では、国語、数学が実施されました。 

・例年、教科に関する調査（国語、算数・数学）と生活習慣や学校環境に関する質問紙調査の 2 種類

が実施されます。教科に関する調査では令和元年度から「知識」と「活用」を一体的に問う問題形

式で実施されています。つまり、知識として知っているだけでなく、それを活用して問題を解いて

いく力が求められます。今年度は、新学習指導要領が中学校でも完全実施されたので、その傾向が

さらに強くなりました。 

・質問紙調査では、新型コロナウィルス感染拡大により休校になることの子どもたちへの心理的影響

をたずねる質問もありました。また、経年変化をみるため、小諸市では、各校にご協力いただき昨

年度も一部の質問調査を実施しました。 

３ 小諸市内小中学校の平均正答率は、どのような状況でしたか？ 

【小学校】＜国語、算数の全体的な傾向＞ 

・各教科の平均正答率は全国と比べて、国語、算数ともにほぼ同じでした。 

【中学校】＜国語、数学の全体的な傾向＞ 

・各教科の平均正答率は全国と比べて、国語、数学ともにほぼ同じでした。 

４ 学習指導要領の内容項目の平均正答率をグラフで全国(100)と比べると、どのような状況でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 教科に関する調査では、どんな問題がでたのですか？ 

【小学校・国語】 

 

  



３の二は、「目的や意図に応じて

理由を明確にしながら、自分の考

えが伝わるように工夫する」思

考・判断・表現を評価する問題で

す。小諸市の平均正答率は、全国

と比べて 4.1 ポイント低く、無回

答の児童が 10.6%いました。 

（正答例）「しかし、遊具置き場の

そうじは、かたづけで時間が足り

なくなり、はきそうじやふきそう

じに手が回らないことがあるそう

です。たん当の人だけに任せると

大変なので、わたしは、使った人

がかたづけるべきだと思います。

(100字) 

 誤答の類型は以下のようです。 

・60字以上、100字以内で書いて 

いない。 

・【西田さんの話】から言葉や文を 

 取り上げて書いていない。 

・反対する理由を書いていない。 

・反対する理由を書いておらず、   

【西田さんの話】から言葉や文 

を取り上げて書いていない。     

(例：わたしは、そうじたん当の 

人だけがかたづけをすればよい    

という考えに反対です。そうじ 

たん当の人にかたづけを任せる    

という考えはよくないです。） 

また、無回答の理由を分析する

必要もあります。問題の意図が読

み取れない、問題を考えようとす

る意欲がもてないなど、児童に聞

いてみる必要があります。 

  

 別の問いになりますが、【文章の

下書き】の中の、傍線ウ「つみ重

ね」を漢字で書く平均正答率は、

全国より、10.4ポイント低い結果

で、無回答は 18.6％もいました。 

 機械的に繰り返して、漢字を練

習していても、文の中で正しく使

う力は養われません。多くの文や

文章を読んだり、習った漢字を書

いたりしながら覚えて、文や文章

の中で間違えを恐れずに積極的に

使うことが求められます。児童の

興味や関心があることをたくさん

書かせたいです。               



【小学校・算数】 

 (1)、(2)は省略します。 

 (3)は、「データを二次元の

表に分類整理することができ

るかをみる」知識・技能を評

価する問題です。小諸市の平

均正答率は、全国より 6 ポイ

ント低く、16 問の設問の中で

最も差が大きかった問題です。 

 正答は、②です。 

 ①、③と解答しているのは、

「114」について、「横の項目」

である「読書が好きですか」

の「はい」の欄に入ることを

捉えることはできているが、

「縦の項目」である「9月に図

書室で 5冊以上借りましたか」

の「いいえ」の欄に入ること

を捉えることはできていませ

ん。 

 ④、⑥、⑦と解答している

のは、「114」について、「横の

項目」である「読書が好きで

すか」の「はい」の欄に入る

ことを捉えることができず、

「縦の項目」である「9月に図

書室で 5冊以上借りましたか」

の「いいえ」の欄に入ること

を捉えることもできていませ

ん。 

 ⑤、⑧と解答しているのは、

「114」について、「縦の項目」

である「9月に図書室で 5冊以

上借りましたか」の「いいえ」

の欄に入ることを捉えること

はできているが、「横の項目」

である「読書が好きですか」

の「はい」の欄に入ることを

捉えることはできていません。 

 児童にとって、データを分

類整理するということは、難

しいことであり、ましてや 2

つの項目になると頭の中が混

乱してしまいます。大切なこ

とは、表のどの部分に着目し

て読み取った数値なのかを表

と関連付けて、自分の言葉（文

章）で人に説明してみること

だと考えます。 



【中学校・国語】 

 文章に表れているものの見

方や考え方を捉え、自分の考

えをもつことができるかどう

かをみる問題で、「国語への関

心・意欲・態度」や「読む能

力」を評価します。（正答例） 

・「はなはだ御しやすい猫で

ある」と評価しており、「吾

輩」は「黒」の機嫌をとるよ

うな接し方をしていること

がわかる。私は、このような

「吾輩」の接し方はとても賢

いと思う。 

 

 小諸市の平均正答率は、全

国より 6.5ポイント低く、無

回答が 22.5%いました。誤答

例は、・「腕力と勇気とにいた

ってはとうてい黒の比較に

はならない」という部分から、

吾輩は黒のことを認めなが

ら接していることがわかり、

よいと思う。・「元来黒は自慢

をするだけにどこか足りな

いところがあって」とあるよ

うに、「吾輩」は「黒」のこ

とを見下して接している。な

ど、「吾輩」の接し方につい

て、自分の考えを書いていな

い解答が多くありました。 

また、引用した表現から登

場人物の心情や行動につい

て考えることができていな

かったり、ものの見方や考え

方が表れている部分を明確

に文章の中から見つけるこ

とができていなかったりす

る解答もありました。 

 「自分の考えの形成」には、

自分以外の他者のかかわり

が大きいので、授業のグルー

プ討議や親子の会話の場面

で、「どうしてそう考える

の？」と問う場面を多く設け、

その応えを最後までしっか

り聞くことも大切です。 



【中学校・数学】 

 （1）は、与えられた表やグ

ラフから、必要な情報を適切に

読み取ることができるかどう

かをみる、関数の知識・理解を

評価する問題です。小諸市の平

均正答率は、全国とほぼ同じで

した。 

 （2）は、事象を数学的に解

釈し、問題解決の方法を数学的

に説明できるかどうかをみる

問題です。関数での、「数学的

見方や考え方」を評価します。

小諸市の平均正答率は、4.3 ポ

イント低く、無回答は 26.8%（全

国 24.7%）でした。 

（正答例：以下の何れか一つで

正答） 

・原点 Oを通る直線のグラフを  

書き、y=120のときの x座標 

を読む。 

・yを xの比例の式で表し、そ 

の式に y=120を代入し、xを  

求める。 

・表の数値を用いて比例定数を 

調べ、その比例定数で砂が落 

ちるまでの時間が120秒にな 

る砂の重さを計算する。 

「直線のグラフを書く」、「y 

座標が 120の x座標を読む、又

は y=120」、「比例の式、一関数

の式を求めて解く」、「表や数値

を求めて解く」、「時間が 120秒

になる砂の重さを算出する」な

ど、理解していても記述による

説明が不十分な解答がありま

した。また、4 分の１以上が無

回答ということも課題です。 

 「数学的な見方や考え方」が

育つには、学級の中でわかりや

すく自分の考えを説明するこ

とが大切です。少人数のグルー

プで、協力しながら問題を解決

したり、自分の考えを振り返っ

たりすることで、方法や手順を

的確に記述したり伝え合った

りする力が養われます。前提に

一人ひとりの考えが尊重され

ることが重要です。 
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６ 質問紙調査で、どんな事がわかりましたか？ 

（１）自己肯定感が育

つ環境やかかわり方を

ご一緒に考えていきま

しょう。 

 令和 2 年度の全国調

査は中止になりました。

小諸市独自の調査です。 

 4 段階の選択肢で、

「当てはまる」の割合

を年度ごと小中別に表

しています。 

 平成 30年度の小学 6

年生は令和 3 年度の中

学 3 年生ですが、減少

率が全国の 6.7 ポイン

トに対して、小諸市で

は 9.7 も減少していま

す。前年度の学年では、

10.1 ポイントになって

います。過去 4年でも、

全国平均を上回ったこ

とはありません。 

 ６年生から中学校 3

年生の時期は、思春期

の真っただ中にあり、

人間形成の上でも大切

な時期です。この時期

にかけがえのない自分

やそのよさに気づき、

自己有用感をもって自

分の道を歩んでほしい

と願っています。家庭

や地域の中でも、どう

子どもに接すればよい

のか考えてみましょう。 

（２）ICT機器を使った授業が増えています。 

コンピュータなどの ICT 機器を使って授業を行っている頻度は、「ほぼ毎日」「週 1 回以上」を合

わせて、6年生 22.6％、中学 28.4％でした。 

この調査は、5月末に行われました。小諸市で児童・生徒に一人一台のノートパソコンが使える環 

境が整ったのは 3 月でしたので、まだ十分に使いこなせていなかったことが予想されます。現在は

使用頻度は増えていて、ICT機器を使った授業の効果も報告されています。また、ノートパソコンを

家庭に持ち帰って、オンライン授業や家庭学習を行う学校も出てきました。学校では更に、効果的

な使用方法を研究しています。これからも家庭でのパソコン使用の環境整備や管理、利用のルール

作りなど、ご協力をいただきますのでよろしくお願いします。 

（３）新型コロナウィルス感染拡大によって、子どもの不安やストレスが募っています。 

34.6
36.4 35.7

32.6 31.7

38.6
41.2

38.8
36.2

平成29年度 平成30年度 平成３１年度 令和２年度 令和３年年度

自分には，よいところがあると思う(%)/小学校

小諸市 全国



 
 進路選択を直前に控えた中学 3年生にとって、「勉強についての不安」が大変大きいことがわかり 

ます。小諸市では、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計が 70%を超え、全国の割 

合 62.8%を上回っています。学校関係者の立場からすると、「学校での授業の大切さ」ひいては生徒 

の心に占める「学校そのものの大切さ」がうかがえる回答状況です。 

 コロナ禍にあっても、「子どもの学びの保障」を維持するとともに、子どもの不安を取り除く工夫 

をしていく必要があります。 

 小学 6年生は、「当てはまる」25.5%（全国 29.8%）、「どちらかといえば、当てはまる」34.0%（25.4%）、 

「どちらかといえば、当てはまらない」19.6%（16.1%）、「当てはまらない」15.5%（21.7%）、「思い 

出せない」4.7%（6.9%）、その他 0.3%（0.0％）、無回答 0.3%（0.1%）という回答状況でした。 

（４）家庭で子どもと大いに話しましょう。 

 「あなたは、家でどれくらい日本語を話しますか」本年度新しく加わった質問です。「１．いつも話し

ている」「２.ほとんどいつも話している」「３．ときどき話す」「４．全く話さない」「５．その他」の選

択肢の中から答えます。質問の意図を確認したところ、家庭での会話の状況を聞いている質問で、あえ

て「日本語を話しますか」としたのは、「うん」「ああ」「うるさい」などの一方的な受け答えでなく、双

方向の会話を想定しているようです。中学 3年生、小学 6年生ともに「１」「２」の割合が、95％以上で

した。しかし、「３.ときどき話す」「4．全く話さない」の中学生が 2.3%（小年生 3.1%）いるということ

がわかりました。上記の自己肯定感が育つ環境や子どもへのかかわり方を考える上でも、家庭での子ど

もとの会話を大切にしたいものです。 

７ これからどんな取り組みをしていきますか？ 

 小諸市教育委員会は、全国学力・学習状況調査の結果を受け、学校現場との連絡を密にとりなが

ら 2つの大きな柱を推進していきます。 

 ○新型コロナウィルス感染防止対策と子どもの健やかな学びの保障の両立 

  感染症対策を講じながら、学校教育が協働的な学びの中で行われる特質をもつことを大切にし、

学校教育ならではの学びを大事にしながら教育活動を進め、最大限子どもたちの健やかな学びを

保障します。 

 ○新しい学習指導要領にもとづく、学習指導の改善・充実 

  生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」、学び 

を人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」の育成を目標とする新しい学習指

導要領にもとづき、全ての先生が、学習指導の改善・充実を図るための支援をします。 
 全国学力・学習状況調査の結果は年度によって多少の違いがあります。子どもたちの実態や状況に違

いがあるからです。しかし、具体的に示された数値は真摯に受け止め、学校での授業改善や地域社会で

の子ども達への支援の在り方に生かしていきたいと考えています。 

 なお、形式は違いますが、各小・中学校からも学校ごとの結果をお知らせいたしますので、参考にし

てください。 


